
幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 8 年 7 月 6 日 
総 務 局 

総務局国際課 内線3064 

事
項 

ベネズエラ地震に対する募金活動の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

令和 8 年 6 月 24 日にベネズエラ・ボリバル共和国で発生した地震により、

多数の死傷者及び甚大な被害が発生していることに深い哀悼の意を表するとと

もに、地震被害に対し下記のとおり募金を実施します。 

 

記 

  

１ 募金箱の設置について 

（１）受付期間 

   令和8年7月6日（月）から令和8年9月18日（金）まで 

（２）設置場所 

・名古屋国際センター 

（中村区那古野一丁目47番1号 名古屋国際センタービル3、4階） 

・市民活動推進センター 

（中区栄三丁目18番1号 ナディアパークデザインセンタービル6階） 

   ・港防災センター 

（港区港明一丁目12番20号） 

     ・総務局総合調整部国際課 

（中区三の丸三丁目1番1号 市役所本庁舎4階） 

    

２ 募金の扱いについて 

  集められた募金は、日本赤十字社「2026 年ベネズエラ地震救援金」に寄附

いたします。 

 

３ 職員からの募金について 

  別紙のとおり各課・公所ごとに募金の取りまとめをお願いします。 

 

 

 

備 

考 

本件は本日市政記者クラブへ資料提供します。 



 

令和８年７月６日  

各局室区長 様 

総務局長  

 

ベネズエラ地震に対する募金活動の実施について（依頼） 

 
 令和８年６月２４日にベネズエラ・ボリバル共和国で発生した地震により、多数の

死傷者及び甚大な被害が発生しています。 
本市においても、今回の被害の甚大さを考慮し、深い哀悼の意を表するとともに、

各局室区の職員の皆様に下記のとおり被災者に対する募金のご協力を依頼すること

といたしました。 
つきましては、本件趣旨にご賛同いただき、ご支援いただきますよう心よりお願い

申し上げます。 
 

記 
 
１ 募金の取り扱い 
   各課・公所ごとにお取りまとめいただき、日本赤十字社へ振り込みをお願いし

ます。振替払込請求書兼受領証の控え（コピー）につきましては、文書交換また

はメールにて１０月９日（金）までに総務局総合調整部国際課（担当：内山）ま

でお送りください。 
   なお、寄付者に対し領収書の発行はいたしませんので、ご理解賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 
 
２ 日本赤十字社への振込期限 

令和８年９月３０日（水）まで 

   
３ 募金振込先 
 金融機関 ゆうちょ銀行・郵便局 
郵便振替 口座番号 00110-2-5606 

 口座名義 日本赤十字社 
（振替用紙の通信欄に「2026 年ベネズエラ地震救援金」と明記して

下さい） 
手 数 料 窓口で振り込む場合免除されます 
 

 
総務局総合調整部国際課 福井・内山  
TEL: 972-3064  FAX: 972-4112 

  E-mail: a3474@somu.city.nagoya.lg.jp 

別紙 

mailto:a3474@somu.city.nagoya.lg.jp








幹 部 会 報 告 事 項 
令和８年７月６日 
緑 政 土 木 局 
環 境 局 

事
項 

GREEN
グ リ ー ン

×EXPO
エクスポ

 2 0 2 7
ニーゼロニーナナ

(２０２７年国際園芸博覧会)への出展について 

内 
 

 

容 

 
令和 9 年 3 月より横浜市にて開催される「GREEN×EXPO 2027」へ、

屋外出展します。 
 

 １ GREEN×EXPO 2027 の概要 

   GREEN×EXPO 2027 は、最上位(※)の国際園芸博覧会であり、国内で

は 1990 年「大阪花の万博」以来 37 年ぶりの開催となります。 
(※) BIE(博覧会国際事務局)認定、AIPH(国際園芸家協会)承認（A1 クラス） 

 

  ・開 催 地：旧・上瀬谷通信施設（横浜市） 

  ・開催期間：令和 9 年 3 月 19 日(金)～9 月 26 日(日)（192 日間） 

  ・参加者数：1,500 万人（有料来場者数 1,000 万人以上） 

・テ ー マ：「幸せを創る明日の風景」 
 

 ２ 本市出展の概要 

国内外の参加者に向け、リニア開業時代などを見据えた本市の 

シティプロモーションの場につながるものとして、花や緑の展示によ

って本市の魅力や取り組みを発信します。 
 

  ・区画面積：100 ㎡ 

  ・テ ー マ：「自然が作り、人がつくり、明日に向かう名古屋の風景」 

・内 容：名古屋の風土、歴史・文化、暮らしを多くの人に知っ

てもらうために、名古屋の原風景をイメージした水辺

の景観、里山の景観、台地の景観という３つの景観を

日本庭園風に再現し、一角には施策 PR コーナーを設

けます。 

風土、歴史・文化、暮らしに共通するキーワードとし

て「水」を位置づけ、出展の見どころとして、水の象

徴である「龍」を石組で表現します。 

 

 

 

 

 

 
 

３ その他 

  本件は、環境局と「生物多様性・ネイチャーポジティブに資する事

業の連携に関する協定」を締結している株式会社カインズと連携し、

機運醸成に向けた取り組みを進めていきます。 
 

備
考 

本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。  

（ GREEN×EXPO 2027 への出展について  緑政土木局緑地部緑地事業課 内線 2486） 

（生物多様性・ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞの取り組みについて  環境局環境企画部環境企画課 内線 2698） 

全体イメージ 施策 PR コーナーと石組の龍 



 幹部会報告事項 

 令 和 8年 7月 6日 

総   務   局 

事 

項 
市民参加型オンラインプラットフォームの開設について 

内 

 

 

 

 

容 

 

 １ 概要 

 基本構想の改定及び次期総合計画の策定にあたり、市民参加型オ

ンラインプラットフォーム｜アイデア喫茶『名案屋（めいあんや）』

を開設しました。 

 
 

 ２ 市民参加型オンラインプラットフォームとは 

 名古屋の未来に関する意見やアイデアを投稿するとともに、他の

方の意見を閲覧できるものです。 

コメントやリアクション機能を通じて、一方向的な「意見提出」

にとどまらず、市民同士が意見を交わし合い、対話が生まれ、広が

っていく場へとつなげていきます。 

また、市民の皆様から投稿いただいたご意見は、名古屋市基本構

想等審議会などの場で共有し、基本構想の改定に当たっての参考と

させていただきます。 

 

  

備 

考 
本件については、7月 1日に市長定例記者会見を行いました。 

（企画部企画課 内線2212） 



名 古 屋 市 市 民 参 加 型 オ ン ラ イ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

【所管】総務局企画課 内線2212

市民の声を集める『名案屋』の周知にご協力ください︕
基本構想の改定及び次期総合計画の策定にあたり、

市民参加型オンラインプラットフォーム｜アイデア喫茶『名案屋（めいあんや）』を開設しました。

市民の皆様に投稿いただいたご意見は名古屋市基本構想等審議会などの場にて共有し、

基本構想改定等の検討において参考とさせていただきます。

名案屋とは？
市民の皆様から、名古屋の未来に関する意見や
アイデアを伺うプラットフォームです。

スマートフォンやPCから
気軽に意見を投稿できます。

ほかの方の投稿へのコメントや
リアクションを通じて、
意見を交わすことができます。

アクセスはこちら！

名古屋市基本構想の改定について

職員のみなさまへのお願い
各所属で市民・団体・学生・事業者等と接する機会がある場合、

適宜『名案屋』をご案内ください。

特に、若い世代や日ごろ市政に意見を届ける機会が少ない方々にも、気

軽に参加いただけるよう周知にご協力をお願いします。

【URL】https://www.meianya.city.nagoya.jp/

名古屋市基本構想は、１９７７年の策定以来、長
きにわたり、総合計画をはじめとする本市の諸
計画の最上位の理念として、市政運営の基本的
な方向性を示してきました。

時代の変化への的確な対応と本市の持続可能
な成長をめざし、名古屋市基本構想の改定及び
次期総合計画の策定について、検討を進めてお
ります。

・・・

職員みなさまへ

https://www.meianya.city.nagoya.jp/


幹 部会 報 告事 項 

令和８年７月６日 

財 政 局 

事 

項 
令和７年度市税収入見込額における市税徴収率について 

内 

 

 

容 

 

 令和７年度の市税収入見込額は 6,755 億円となり、４年連続で前年度を上回りま

した。市税徴収率は 99.6％となり、令和５年度から３年連続で前年度を上回るとと

もに、２年連続で過去最高を更新しました。 
 

１ 市税徴収率の推移（平成 30 年度以後）            （単位：％） 

年度 30 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

徴収率 99.5 99.4 98.6 99.3 99.3 99.4 99.5 99.6 

 

２ 市税徴収率向上の要因 

市民の皆様から納税に対するご理解とご協力をいただいたことに加え、従来か

ら納期内納付の促進及び計画的な滞納整理について継続的な取組みを行ってき

たことによるものです。特に市税事務所の徴収担当課において、滞納金額や滞納

整理の段階などで機能を分担することで各担当の役割を明確化し、早期の直接催

告と厳正な滞納処分に取り組んできたことが大きな効果をもたらしました。 

 

３ 今後の取組み 

  歳入の根幹である市税収入を確保するため、引き続き市民の皆様にご理解とご

協力をいただき、適正かつ公平な課税と厳正な滞納整理に全力で取り組みます。 

 

 

（参考）指定都市における市税徴収率（過去６年度）       （単位：％） 

順位 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

名古屋 99.4 

川崎   99.2 

横浜   99.2 

札幌   98.9 

静岡   98.9 

川崎   99.2 

横浜   99.0 

名古屋 98.6 

静岡   98.4 

札幌   98.3 

川崎   99.5 

名古屋 99.3 

横浜   99.3 

静岡   99.1 

京都   99.0 

川崎   99.5 

横浜   99.3 

名古屋 99.3 

静岡   99.2 

京都   99.1 

川崎   99.5 

横浜   99.4 

名古屋 99.4 

静岡   99.3 

札幌   99.1 

川崎   99.6 

名古屋 99.5 

静岡   99.4 

横浜   99.3 

京都   99.2 
 

備 

考 

「令和７年度市税収入見込額」は、７月３日（金)に市政記者クラブへ資料提供しま

した。 

（収納対策課 内線２３５６） 




